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Abstracも:InNepaltheprevalenceofmalariahadbeenan importantconstrainton
landusebeforetheimplementationoftheMalariaEradicationProgram duringthe
1950sand1960S･Inordertoavoidthedangerofmalaria,thegreaterpartofpeo-
pleinhabitinghigherelevationswereftightenedtogotothelowlands,whereitwas
endemic.Butitshouldbenotedthattheyutilizedlandsatlowerelevationsforagn -

cultureevenduringthemonsoonseason,whenthediseasewasrampant･Neverthiess
someminoritieshadbeenlivinglnthelowlandsforalongtime.Thepurposeof
thispaperistoexaminetheroleofculturalandbiologicaladaptationstomalariain
landusebeforethe1950S.

TherecordsofforeignersWhotraveledandstayedinNepalfromthe18thcentu-
rytothebeginningOf20thcenturygiveexamplesofadaptation･Onesuchisthe
practiceofcommutinginthedaytimetOfarmlandlocatedatlowerelevationswhich
wereinfestedwithmalariafromsettlementsathigherelevationsduringthemonsoon
season.Peoplehadbeenawareofthedangerofinfectionatnight,whenthevector
wasactive.TheWinterExodusofpeoplefrom higherelevationstolowlandswas
anotherkindofculturaladaptationtomalaria.TheymigratedregularlytoTaraifor
trade,wagelabor,agricultureandstockralSまng.
Hereditaryanaemiasuchassicklecellbloodandglucose-6-phosphatedehydr0-
genase(G6PD)deBciencywerefoundatahighrateamongtheTharus,aminority
ofTaraiwhohavebeensaidtobeimmunefrom malaria.Theotherminoritiesof

lowerelevationsalsoseem tohavethiskindofdiseaseincludingthalassemia･Al-
thoughthesegeneswereunquestionablythesourceoftheirbiologicalresistanceto
malaria,theproductionofantibodiesaftertheinfectionseemstohavehadanim-
portantroleasweu･
Concernlngtheseculturalandbiologicaladaptations,therearemanysubjectsto
bestudiedinthefuture.Theresearchonhereditaryanaemiaisimportantnotonly
forpublichealthbutalsoforthehumanbiologicalstudyofthepeopleconcerned･
CulturaladaptationsalsoshouldbeexaminedinrelationtotheeffectsoftheMalar-
iaEradicationProgram.

はじめに

今日のネパールで,マラリアが話題になることはすくな

い.かつてネパールの低地地帯に蔓延していたマラリアは,

1950年代以降の ｢マラリア根絶計画｣の実施によって大き

く勢力をよわめ,その脅威が感じられなくなっている.

しかしマラリアは,脅威の程度こそ低下したものの,ネ

パール人の健康にとって依然として重大な問題であること

は意識しておくべきであろう.隣接するインドやバングラ

デシュでは,｢マラリア根絶計画｣以後,バングラデシュ

独立戦争といった社会的混乱,潅概の進展等による環境の

変化により,マラリアのresurgenceといった現象が発生

している [Paui,1984,Learmonth,1988,pp.19ト219].

イン ド･ネパール間の国境が ｢オープン ･ボーダー｣(イ
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ンド人・ネパール人は，国境通過の際パスポート等の書類

を必要としない）ということもあって，常時この影響がお

よびやすい．また薬剤に対し抵抗性のあるマラリア媒介蚊

やマラリア原虫が登場しており，従来の予防・治療法の効

果が低下している．このため，再度のマラリア流行が懸念

され，その気配もみられる［Shrestha鍛δParal磁，

1980］．

　さらに現在ではまだあまり意識されていないが，ネパー

ル国内にはかつてのマラリア蔓延の後遺症ともいうべき遺

伝性貧血症がみられることが報告されている［M蟹p瓢鐙

eta9．1981など］．まだ調査が充分にすすんでいないとは

いえ，鎌型赤血球・サラセミア・グルコースー6一リン酸

脱水素酵素（G6PD）欠乏症が，マラリアの蔓延してい

た低地に住みつづけてきた人びとのあいだで，ひろくみら

れる可能性があり，今後生活水準・医療水準の上昇やそれ

にともなう疾病構成の変化とともに，この種の人びとの重

大な健康問題となると予想される．これらは，マラリア蔓

延時には，対マラリア抵抗因子として住民の環境への適応

に大きな役割をはたしてきたと考えられるが，今後はその

遺伝病としての側面が重要な意義をもつと思われる．

　こうしたマラリアが，筆者がこれまで研究のテーマとし

てきた，ネパール・ヒマラヤの環境利用［小林，1993，

Kobayashi，1993など］を考えるうえでも興味ぶかい対象

であることは，あらためていうまでもない．「マラリア根

絶計画」の実施以前には，人びとの環境の利用・開発に対

し，マラリアは大きな制約条件となっていた。ネパール南

部低地であるタライ地方の開発や通行は，これによって大

きく阻害されていた。また他方で，これに対応して，住民

は多様な適応様式を発展させていたこともみのがせない。

伝統的に高地に居住してきた人びとは，マラリア流行の季

節性等を熟知し，たくみにその感染をさけつつ，低地の開

発を可能にする土地利用様式を確立していた．こうした文

化的適応にくわえ，世界の他の地域［互曲G搬aftd：Br◎Wit，

1990〕と同様に，ネパールでも生物学的適応もみられたこ

とは，さらに心慰される点であろう．マラリア感染の危険

性のたかい低地に居住してきた人びとは，上記のような対

マラリア抵抗因子をもつにいたっていたのである。

　以上のようなマラリアに対する文化的・生物学的適応

は，マラリア根絶計画以後の発展の基礎としてすくなから

ぬ意義をもったと考えられるが，現在までのところ多くの

研究・報告で散発的にふれられているにすぎず，まとまっ

た考察はほとんどない．本稿の目的は，これらについて展

望し，「マラリア根絶計画」実施以前の低地の環境利用と

マラリアとの関係を検討するところにある。

　以上の目的にむけて，本稿ではまずマラリア根絶計画以

前にみられた文化的・生物学的適応を考える資料として，
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外国人の見聞記録や研究におけるマラリアおよびそれに関

連する記載を紹介する．ついで，マラリアに対する文化的

適応，さらに生物学的適応の具体的様相に検討をくわえ，

その意義について考察する。

1．綿世紀～給50年代のマラリア

　1950年まで，ながいあいだ鎖国状態にあったネパールで

は，マラリア根絶計画以前の状況に関する研究はほとんど

ないeここではまず，少数ながらネパーールへの入国や滞在

をゆるされた，西欧人ののこした記録の検討からはじめた

い。交通機関の発達していなかったネパールでは，マラリ

アが蔓延していた低地地帯を徒歩で通過しないことには，

首都カトマンズにさえ入域できず，彼らにとってもマラリ

アは当初より重大な健康問題であった．また彼らがネパー

ル国内で見聞できたのは，首都周辺などのきわめて限定さ

れた範囲ではあったが，それでもマラリアへの配慮なしで

の旅行は困難だったのである。

　この種の記録として初期のものは，1722年にチベットか

らの帰途，カトマンズ盆地とタライを通過したイタリアの

神父，デシデリの著作であるω．彼はマラリアについてつ

ぎのように書いている．

　1722年1月14瞬，私はカトマンドゥからバドガオン

（カトマンズ盆地東部の町でバクタプールともいう＝

筆者注）に行き，そして別のカプチン会神父と，国王

からつけてもらった護衛とともに，2帽にバドガオン

を再び出発した。数日間は高い山を登ったり，下った

りしていった。ネパール王国を終わり，ベッティアの

王国がはじまる平原にたどりつくまで，ほとんど住民

には出会わなかった．1年のうちの数か月間は，この

道はひどく困難なために通行できないということを，

すでに聞いていた．そんな時期にここを旅する向こう

見ずなものは，原住民がオルと呼ぶ病気にかかりやす

い．このオルというのは，どうしても通らなければな

らない平原や谷間に流行する，インフルエンザの一種

である。日中はそれほど有害ではないが，夜間や眠っ

ているときに伝染し，非常な焦熱と湿度によって発生

する．このような谷間には，この山地のパルバティヤ

（パルバテともいい，ネパールの由地住民の主流をな

すヒンズー教徒＝筆者注）といわれる住民が米を作っ

ている．だから水田は，よどんだ水が少なくとも10セ

ンチほどの深さに，いつも満たされている．また山地

から流れ出た水は貯水池に集められ，そして腐る。夏

はそこから有害な水蒸気が立ち昇り，谷間に漂い，そ

れで大気は病気を発生させる．一般的にその疾病は致
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命的であり，もし生命を取り留めても，実際に健康を

回復することはない．

　ネパールからバトナへ，またバトナからネパールへ

と郵便物を運ぶ人間は，年中，そこを通らなければな

らないが，彼らは近道を知っていて，谷間を避け，山

地で夜をすごすというのはまことに当を得ている［デ

シデリ著，薬師訳，1992，pp．209－210］．

　マラリアとは特定されてはいないが，その流行地および

流行の季節性，さらに夜行性というマラリア媒介蚊の行動

［Leargn◎nth，1988，p193］に対応する知識がすでに一一一…一般的

であったことがうかがえる。また感染に水や水蒸気が関与

していることを指摘している点は，興味ぶかい．

　18世紀末以降になると，イギリスの軍人や官吏の記録が

豊富になる．その最初のものは1793年にネパールに入域し

たカークバトリック大尉（当時）の著作である
［Kirkpatrick，1811ユω。当時ネパールは中国（清）と交戦

して，苦戦状態におちいり，イギリスに対し援軍を要請し

た．カークバトリック大尉は，これを調停する任務をおび

て1793年2月に首都カトマンズに到着するが，すでにネ

パールと中国は休戦協定をむすんでいるという状態であっ

た［神原，1966］．しかし，当時のネパール情勢のほか，イ

ンド国境からカトマンズまでの交通路など，多くの情報を

もたらすことになった．

　六一クバトリックの旅行期間は約7週間と長くはなく，

本人自身充分な記載ができないことをことわっている［p．

3］が，当時のマラリアについて興味ある記述をのこして

いる。マラリア（Owi）は，山岳地帯の谷聞のもっともひ

くい部分やタライ地方（Turrye）にかぎられる［p．173］

という一般的な記述にくわえ，カトマンズ盆地の西方の

Mahesk　Khelaの谷（現在ポカラ方面にむかう主要道路

が通過する谷で，ダディン郡に属す．高度は谷底付近で約

900メートル。本文中ではDoena－baisiと記載）について，

つぎのように述べている。

　私はDo◎ita－baisiが：Been－phede（：Bhimphedi，

高度1173メートル，ネパール南部マクワンプール郡の

町＝筆者注）と同じくらいの高度か，あるいはそれよ

り低いところにあると思う。Owlつまり低い土地の

病気は，この谷でも4月から11月まである程度流行す

るが，それはここが高い山にかこまれているためか，

あるいはCheeriaghati（Ch磁a　Ghati，高度731メー

トル，ネパール南部，バラ郡とマクワンプール郡の境

界にある，チュリア丘陵の峠＝筆者注）よりも1500フ

ィート以上高いことによるにちがいない．この時期，

住民は谷のまわりの山地にのがれてしまう。そして山

地に，住民は居住用の小屋をもっているのである。し

かし住民は，もっともわるい季節でも，地平線のうえ

に太陽がのこっているあいだは心配なしに谷におりて

いる．ただしこの場合，谷で夜をすごすごとは決して

しない。誇張された説明をしばしば聞かされるこの風

土病は，疑いなくたいへん悪い病気ではあるが，イン

ドの山がちで森林のある地方に一一般的な，ジャングル

熱以上のものではなく，Coxeによって記載された，

スイスのマラリアとなんらかわらない［pp．82－83］。

　マラリアがみられる谷間を住民がどのように利用してい

るか，注目される記述である．高度差を利用して，人びと

はマラリア感染の危険性のたかい夏のあいだは，より冷涼

な高所に居住し，昼間だけ下方におりるという生活をして

いたわけである。もちろんこの時代には，マラリアが蚊に

よって媒介されることなどは知られていなかった［橋本，

1991，pp．117－127］が，すでにその夜行性という特性を利

用して，感染はたくみにさけられていた．

　なおこの谷聞の北側斜面は，全面ではないが，下から上

まで耕作され，2種類のリクトウ（陸稲）が栽培されてい

た．このうち一方は夏に収穫されるもので，他方は冬至に

収穫されるものであった［Kirkpatrick，1811，p．82］．

　カークバトリックの記載のなかで，もうひとつ注目され

るのは，カトマンズ盆地北方のヌワーコットの谷（ヌワー

コット郡。現在の主要な町であるトリスリ・バザールの高

度は762メートル）に関する説明である［Hg．1参照］．

　Noakote（Nuwakot）の谷は，4月なかばからはOw豊

を発生させる過剰な暑さのため，居住できなくなる．

もし摂政（この時期ネパール国王は幼少で，摂政によ

る政治がつづいた［神原，1966］）がここにながく滞在

するときには，谷底をはなれて，Noakoteの町（谷

底をのぞむ，ちいさな尾根のうえに立地し，高度は1160

メートル篇筆者注）へうつる．しかし彼の滞在が，寒

冷期をこえることはすくない．寒冷期は，この谷では

温和であるが，カトマンズではややきびしい［p．117］．

　ヌワーコットは，カトマンズ盆地とネパール西部の山岳

地帯およびチベットをむすぶ交通路の要所をしめ，戦略的

な地点であったが，高度が低く，冬は温暖なため，一種の

離宮のようにも利用されていた。そこでの滞在にもマラリ

アが関与し，これが延長されるときには，感染の可能性が

低い高所にうつっていたわけである．

　カークバトリックにつづいて注目されるのは，ハミルト

ンの記録である。彼は1801年にイギリスとネパールのあい

だでとりかわされた条約にしたがい，カトマンズに派遣さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61
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れた駐在使節，ノックス大尉に随行して，1802－3年に14カ

月間滞在した医師である［神原，1966，Regmi，1984，p．15］。

そのタライ地方に関する記述のなかで，つぎのように述べ

ている。

　TariyaRi（タライ地方＝筆者注）での私たちの滞在

は，もっともよい季節であった。しかし私たちがネパー

ルにむけて出発した4月1日ごろになると，たいへん

不健康になり，よい飲料水はすくなく，寒冷季まで人

びとは熱病や腸の病気にかかりやすくなる。こうした

病気を，ネパール土着の人はAyulつまり毒のある空

気のせいにしており，しかもその多くが，北の山岳地

帯の森林に生息するという大きな蛇のはく息に由来す

ると想像している．こうした蛇がたくさんいるという

のはうたがわしく，合理的な人はAyulつまり悪い空

気を，もっと自然なものに由来するとしている．彼ら

によれば，林床は春のあいだ落ち葉でおおわれ，それ

が暑季の最初の雨と腐敗作用により，空気を腐らせる。

したがって彼らは，暑季のはじまり以後の最初の雨ま

で気候は健康的で，その後になり不健康な季節がはじ

まり，夏至以後の大雨によりこの毒性がよわめられる

ものの，寒冷季までつづくと主張する［：Buchanan－

Hamilten，1819，p．65］．

　当時のマラリア病因論を紹介しているわけであるが，こ

れからモンスーン季の初期と末期に発生が多く，最盛期に

すくないことが知られていたことが判明する．こうした現

象はマラリア根絶計画に関連した調査でも確認されており

［正垣，1964，p．58］，住民のマラリア認識を考える際に注

國される．なおこの場合，雨季の最盛期に発生がすくなく

なるという点については，そのころの大雨が関与している。

大雨による洪水のため，マラリア媒介蚊の幼虫が流されて

しまうわけである［正垣，1964，p．65］．感染経路が知られ

ていなかったとはいえ，マラリアの減少と大雨をむすびつ

けている点は，住民が的確に流行を把握していたといえよう．

　ハミルトンの記載でもうひとつ注目されるのは，カトマ

ンズ盆地の気候およびマラリア患者と思われる病人の治療

に関するくだりである．気圧の差から，カトマンズ盆地と

タライ地方のあいだには4140フィートの高度差があるとし

つつ［pp．69－70］，つぎのように述べている．
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　全体として，この谷闇（カトマンズ盆地＝筆者注）

の気候は健康的なものと信じたいが，私たちの到着直

前に住民は熱病にたいへん苦しめられていた．また，

私たちの到着以後3カ月間は，随行員全部が過度に病

的になった．彼らがおもにかかった病気は，間欠性の

茂

発熱と粘液物を多量にともなう下血で，地元民によれ

ばB　ayuつまり風（カトマンズ盆地の先住民，ネワー

ルの言語による鵬筆者注）によるものということであ

った．そしてこれには，ある程度食べすぎが関与して

いた．発熱には，カルカッタでふつうにもちいられる

下剤より，吐剤がはるかに有効で，吐酒石（emetic　tar－

tar）の投与は，温和な気候下同様，しばしば発熱を

短縮した．下血はたいした苦痛をともなわず，この両

者および腸内の粘液分泌傾向は，アルコールを含有す

る苦味剤や小量のアヘンの頻繁な投与を要した．そう

した場合，c彌ra餓がかなり有効であることがわかっ

たが，他の苦味剤，とくにローマ・カミツレ（chatW－

omile）の花の煎じだし，さらにはリンドウとキナ皮

（Peruviait　bark）のチンキが強力であると思われる。

私たちは，おそらく森林をおそい季節に通過したため，

病気にかかったのであろう．しかしヒンドゥスタンの

出身者は，空気の変化によるとは考えていない。私た

ちの到着の際，彼らにとっては非常に寒い天候に対応

する手段を，充分に与えられていなかったという［p．

71］．

　はじめての駐在に際し，医師らしくカトマンズ盆地での

マラリア感染の可能性について検討しており，その関心の

高さがうかがえる．闇欠性の発熱およびキナ皮が有効とい

う点からも，随行員の病気にはマラリアが関与しているこ

とはあきらかと思われる．この場合，タライ地方をモンスー

ンがちかづいた時期に通過したので，これに感染したので

はないかというハミルトンの推定は，ただしいものとみて

よいであろう。カトマンズ盆地の高度は，1300メートルに

達し，後述するようにマラリアの危険性はほとんどないの

である。

　1813～1816年のグルカ（英ネ）戦争のあと，1820年より20

年間以上もカトマンズの駐在使節随員，さらには駐在使節

としてすごしたポジソン［神原，1966，Regmi，1984，p．42］

の場合になると，マラリアについての記載は飛躍的に高水

準のものとなる．「ヒマラヤの自然地理について」（3）とい

う示唆に富んだ論文のなかで，ポジソンはつぎの3つの高

度帯を設定する［Hodgson，1874，Part　U，pp．9－21］．

　①低地域：（タライ）平原の水準から海抜4千フィー

　　　　　　　トまで，熱帯に相当

　②中央地域：4千フィートから1万フィートまで，温帯

　　　　　　　に相当

　③高地域：1万フィートから1万6千フィー一一　F（最高

　　　　　　　の峰は29002フィート），極地帯に相当

そして，高度の変化にともなう気温や乾湿条件，日照等に

ついて述べたあと，マラリアについてつぎのように指摘する．
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　かくも巨大な山地の「すばらしい衣装」（気候・植

生など匿筆者注）ともいうべき恩恵を私たちにあたえ

る熱帯の暑熱と湿気のくみあわせば，低い高度になる

と，特別な部族をのぞくすべての人びとにとって致命

的な，マラリアをうみだすというわるい効果をもたら

す．この特別な部族は，はかりしれないほどの期間こ

の病気にさらされてきたが，そのような環境のなかで

も無事でいられる彼らの能力は，たいへん興味ある生

理学的事実である．こうした部族は，awa1というマ

ラリアの名前に由来するAwaliaという名称でよばれる．

　「低地域」と命名した場所は，私の設定したふたつ

の地域の高度的境界，つまり4千フィートよりもずっ

と低い位置にある，「中央地：域」の大河のふかい谷底

同様，awalに支配されることになる［Part　9，p．11］．

　マラリアの高度限界を4千フィートとしつつ，これがヒ

マラヤの高度帯の重要な境界であることを指摘している（4）．

この高度（＝1200メートル）が，はるかのちのネパール・

ヒマラヤの高度帯研究でも重視されると同時に，マラリア

根絶計画においても，それがマラリアの一般的な限界高度

とされたことからすれば，まさしく卓見といえよう．開国

まもない時期に，植生を中心に中部ネパールを調査し，1200

メートルを亜熱帯の限界とした川喜田［Kawakita，1956］

は，この高度が文化要素や民族の分布とも一致するとしつ

つ，それがさらにポジソンのいうマラリアの限界とも一致

することを指摘して，上記のような彼の研究の先駆性を紹

介している［川喜田，1961］．またヂマラリア根絶計画」で

は，初期の困難な疫学的調査の結果，マラリア流行地域の

高度限界を1200メートルとしたのである［正垣，1964］。

　ポジソンのもうひとつの貢献は，高度1200メートル以下

に常住する人びとがおり，彼らがマラリアに対する生理学

的な抵抗性をもっていることを指摘したことであろう．そ

して，この抵抗性が，マラリア流行地帯での長期間の居住

に関連していることを示唆している点も注目される。

　これに関連して興味ぶかいのは，ネパールに居住する人

びとについてのつぎのようなポジソンの分類［Par綴，p．

14］であろう．

　①主要な集住する「部族」：Khas（上記パルバテをさ

　　　す）のほか，マガール・グルンeMurm量（今日の

　　　タマン）といった山地の農牧民集団・ネワール・レ

　　　プチャ（シッキムの先住民）・チベット系住民など

　②散在する「部族」（broken　tribes）：Awaliaとよば

　　　れる人たちのほとんど，さらにチェパン（チェバン

　　　ともいう．中部ネパール山地で農耕・狩猟・採集に

　　　従事［Bista，1967，pp．98－106］）・クスンダ（西ネ

　　　パール山地で狩猟・採集に従事［Gaborieau，1978，

　　　pp．91－92］）・ハユ（東ネパールの少数集団

　　　［Gaborieau，1978，pp．96，98］）もふくむ

　③奴隷的な職人「部族」：山岳地帯の職業カースト（上

　　　記パルバテの低カースト）およびカトマンズ盆地の

　　　職業カースト（ネワールの低カースト）

　この分類では，マラリアに対する抵抗性をもち，マラリ

ア流行地帯に居住する人びとは，②散在する「部族」とい

うことになる。彼らについて，ポジソンはまた，インドに

散在する，Sonta1（Santai），　Mundaといった人びとと言

語的・身体的類似性をもつとし，ふるくからヒマラヤに住

みつづけてきたと推定する。そして，①主要な集住する「部

族」が，のちになって移住してきたという田ar顧，p．15］．

ポジソンはさらに，こうした散在する部族のリスト（全部

で27部族，そのうち24がAwa亙iaとされる）も示している

［Part　H，pユ4注1が，これについてはあとで検討したい。

　ポジソンの論文のなかで，もうひとつ注目されるのは，

カークバトリックも訪れたヌワーコットの谷についての考

察である．「ヌワーコットとそこに居住する特異な部族の

概要」と題する論考で，この谷の土地利用と住民について，

とくにマラリアと関連させながら紹介している［Part　ll，

pp．55－64］．上記のようなポジソンの見解の基礎となって

おり，その骨子を示して検討をくわえたい。

　ヌワーコットの谷は，盆地のような性格をもち，低部に

比較的ひろい台地が発達し，これをきざんでトリスリ川と

タディ川が流れるというかたちをとる（Fig．1）．この台地

はTarとよばれ，水流がなく，天水だけがたよりで乾燥し，

果樹が栽培される．他方トリスリ川・タディ川の沿岸は

Biasiとよばれ，水が豊富で水田がつくられている．

　こうしたヌワーコットの谷は高度が低く，すでにカーク

バトリックの記載でみたように，雨季を中心にマラリアに

感染しやすくなる．この期間をホジソンは3月から11月ま

でとするが，その聞も低地に住みつづけるのは，Dahi

（Dari），　Kumha，　Kuswar，　Botia，　Bhramu，　Denwar

とよばれる人びとが主体で，ネワールやパルバテ（上記の

ようにネワールはカトマンズ盆地の先住民，またパルバテ

はネパールの住民の主流をなすヒンズー教徒）は少数が住

むにすぎない．この場合，ネワールは上記Tarに家をたて

るが，パルバテになるとそれもあまりせず，まわりの山腹

の高所に家をもつのがふつうで，4月から11月までは，低

所で眠ることがない．他方，Biasiには，　Denwarとその

仲闇が居住することになる．この場合，マラリアが流行す

るのは，Saulの木（Sal（Shorea　robusta）で日本では沙

羅双樹で知られる）の生える範囲である．

　こうした低地に居住する人びとは素朴な性格をもち，現

在は外部のものに対してはパルバテの言語（ネパール語）

を使用し，自分たちの先祖の言葉をわすれてしまったよう
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なふりをしている．また彼らはモンゴロイド的（Tartaric）

な身体的特徴をもつが，山地に住むその種の人たちとはあ

きらかにちがう．上記のようなインドの少数民やネパール

のタライ地に居住するタルー（Tharu）などと類似し，か

なり以前の世代に南方の平原部より移住したと考えられ

る。彼らの職業は農業のほか土器つくり，漁労，渡船の操

業で，とくにKumhaのつくる土器は有名である．ただし，

彼らは相互に通吟せず，また独自の言語をもつという．

　ヌワーコットの谷でも交易がおこなわれるが，それは寒

冷で健康的な12月越ら4月にかぎられる．カトマンズ盆地

からきた商人や職人が川岸に臨時の店をつくり，各地から

の商品の取引をおこなう．なお，カークバトリックの記述

にみられるような，冬の離宮としてのヌワー一・＝ットの役割

は，この時期になるとうすれ，各種施設も荒廃している．

　以上のようなホジソンの記述から，マラリア流行地帯の

土地利用の概要がよく理解される。低地にすむのは特殊な

人びとだけであり，それ以外の人びとの活動は季節に大き

く制約されていたわけである．

　ただし，マラリア流行地帯といっても，それぞれの水文

環境によりちがい，台地（Tar）のような乾燥した場所は，

比較的安全であったことが判明する．またモンスーン季で

も，パルバテの人びとは，昼間のあいだ高所から通うこと

によって低所の耕地を利用しており，カークバトリックが

述べたようなマラリア感染をさける方法が，一部だけでな

く広範におこなわれていたことが推定できる．

　ポジソンの記述のなかでもうひとつ留意されるのは，低
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地に居住する人たちが，素朴な少数民族であるという点で

あろう．彼らは特殊な技能を必要とする生業や，ヒンズー

教徒が従事することをさけるような漁労をおこなっていた

ことがとくに注目されるが，これについてもあとで検討し

たい．なおポジソンは，タライ地方に居住する類似の人び

との言語や習俗，来歴にふかい関心をよせ，それに関する

論文や報告も書いており［Hodgsoit，1880，PP．1－175］，こ

の方面においても，彼の学問的関心は大きなひろがりをも

つものであった㈲．

　ポジソンのヌワーコットの谷に関する記述は，その後の

カトマンズ駐在官にも興味ぶかいものだったとみえ，1850

年から1863年まで外科医として駐留したオールドフィール

ド［Regmi，1984，p．！6］は，ポジソンの論文を要約して

紹介している［0嚢dfie躍，1880，pp．145－158］。

　ポジソン以後のマラリアに関する記述で注目されるもの

としては，1920年代に滞在したランドンの著作がある．当

時は，タライ地方の通行にも自動車が使われるほどになっ

ていたが，なおマラリアのため，さまざまな困難があった。

これについてつぎのように述べている．

　今日でもGorakhpur（インド，ガンジス平原北部

の都市および地方名＝筆者注）の宿駅は，マラリアの

ため10月15田より3月31日前でだけ開いている。タラ

イの原住民で，荷車ひきをするに適したThargの部

族だけが，この病気にかからない。ただし，もし彼ら

を他の地域にうつすと，マラリアにかかりやすくなる，

といわれていることをことわっておく必要がある．…

・IQ月から3月までマラリアは牙をかくす．しかしそ

れ以外の時期は，この危険性は深刻で，在カトマンズ

公使館の外科医がこの地域で一夜でもすごすような，

おろかなことをしないように警告するだけでなく，マ

ハラジャ（当時のネパールの首相・・筆者注）もぞうし

た無分別をする機会を彼の客にいっさいあたえないこ

とにより，もっとも実際的な便宜をはかっている．殿

下の客だけがネパールとインドの間を通過できるのに

くわえ，3月から10月まではいかなる訪問者に対して

も，ヒマラヤ由麓をのぼったSisagarhi（上記

Bhimphediの上にある地点＝一　9者注）とマハラジャ

の管轄範囲の限界であるRaxaul（ネパール側タライ

に接するインドの町）のあいだでの，夜間の休み場の

提供はしないのである［Landon，1928，Vol．1，p．173］．

　これから，ネパールとインドをむすぶもっとも重要な交

通路でさえ，その機能は乾季に限定され，モンスーン季は

外国人にとっても交通が途絶していたことがわかる．また，

タライ地方の先住民であるタルーがこの地域でモンスーン
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季も生活することができることにくわえ，彼らも，タライ

地方をはなれるとマラリアにかかりやすくなることを指摘

しているが，これについてはあとで検討したい。

　ランドンの記述でもうひとつ注園されるのは，西ネパー

ルのタライの都市的集落，ブトワール（高度188メートル）

に関するものである［Fig．2参照］．

　Bgtwalはそれ自体重要な町である。ここには駐在

官公邸や，ふたつのパレード用広場，さらにいくつか

の軍隊用事務所がおかれている。ネパール軍の3つの

正規大隊がButwaRに冬のあいだ駐留し，暑い天候に

なるとPalpa（ブトワールの北方，高度1311メートル

に位置する町，タンセンのこと＝筆者注）に移動させ

られる．……（B譲twa1の）町は充分に大きいが，そ

の概観は大部分の家が日干しレンガ建てでトタンぶき

であるため，堂々とした感じがしない。Butwa1に一一

年中すむことは可能であるが，気候は健康的とはいえ

ず，awaiの流行がその産業をときどきマヒさせる

［LaitdeR，1928，Vog．2，p．9］．

今日のブトワールは，西部ネパール山岳地帯の入り口に立

地する都市として発展しているが，マラリアのため，当時

は季節的集落としての性格がつよく，軍隊さえもモンスー

ン季は駐屯地をタンセンに移動しなければならなかったの

であるeこの場合タンセンはマラリアの影響のない高所に

位置し，本来ブトワールの果たす役割をわけもっていたこ

とになる．ランドンはタンセンの町についてつぎのように

書いているe

　はじめてBetauli（ブトワールのこと＝筆者注）に

ちかづくヨーロッパ人の旅行者には，とくに印象的な

ものはなにもない．しかし，400戸ほどの家の多くは，

日干しレンガ建てでトタンぶきの仮建築であるもの

の，他はネパール風の木彫でかざられており，即座に

インドの町とちがうことがわかる．通りでも，頑丈な

モンゴロイド系の人びと（MOitgols）が皮膚の色の黒

いビハール人とまじりあい，他方商店にいる人たちは，

ある場合にはMarwari（インドの商人集団＝筆者注）

で，他方はネワールである。……Beね濾の気候は健

康的とはいえず，おそろしいawalの流行がときどき

町をおそうが，そこに一年中くらすことは可能といわ

れている。しかし，暑い天候のあいだはネパール人は

いなくなってしまい，住民は綿布・鍋釜さらにブト

ワールの主商品であるギーとして知られるバターのよ

うな商晶の取引に精をだす，Marwariとインド商人

だけとなる［Northey，1937，pp．184－185］。

　これから，乾季にはインド・ネパール各地からの人びと

でにぎわうブトワールの町も，比較的安全とはいわれなが

ら，モンス～ン季にはネパール人がいなくなってしまうこ

とがわかる。高所にすむネパール人のマラリアに対する態

度を示すものといえよう．

　これに関連して注目されるのは，1872－1888年に駐在使

節としてカトマンズに在勤したガードルストーン

［：Landon，1928，Vel．1，p．2581の1876年の報告にみられる

くだりである．Reg鵬i［1988，p．21］には，つぎのように

引用されている。

　それ（タンセン）は，ある程度の傾斜をもつ波状の

丘陵の頂上に立地する。ここには軍の宿営地にくわえ，

知事の宮殿の管理事務所の裏にはパレード用広場もあ

る．宮殿のまえには，樹木の点在するよく手入れされ

た芝生があり，さまざまな時期の祠や記念物がある。

ただし，いずれもたいへん古いものではない．旅行者

はPalpaの繁栄の証拠をここや，さらにほとんど全部

の家屋が窯で焼かれたレンガで建てられたタンセンの

古い街区にみることができる［LandOfl，1928，Vel．2，

P・li．1］e

人びとが常住するタンセンの町は，ブトワールとはちがう

景観ももっていた．類似のことは，ほぼ同時期にグルカ兵

の募集業務にあたっていたイギリスの軍人ノーセイの著作

にもみられる［Northey，1937，pp．183－i84］が，関連して

興味ぶかいのは，ブトワールについてのつぎのような記述

である。

　政府機関職員の大多数をしめるGerkhali（パルバ

テのこと＝筆者注）のマラリアに対する恐怖はたいへ

んなもので，Jang　Bahadur卿（1817年生まれ，1877

年死去，1846－1856年および1857－1877年越あいだ首相

をつとめ，ラナ体制の基礎をつくった［Sever，1993，

p．468］）がしばしばいうように，彼らにはそれ（タ

ライ地方に行かされること＝筆者注）を甘受するより，

むしろ首を切られた方がよいのである。Gorkhaliだ

けでなく，ネパールのすべての山地住民（hil亙men）

も低地地方を悪く考えている。

　その結果，4月より11月まで，低地はおそろしい気

候をさけるような意志あるいは手函のない部下にまか

される．そしてこの一部でさえ，こっそりと低い山岳

地帯にその二期避難するということになる．暑く雨が

ちの季節には，ちょうど私たちの政府の官吏がS嶽1a

やMuree，　N弾ee　Ta1そのほかのhill　stati◎n（イン

ド由地につくられた避暑地＝＝筆者注）をめざすように，
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誰もができるかぎりカトマンズにやってくる．
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　マラリアに対する恐怖のため，モンスーン季はタライ：地

方の行政がマヒ状態になるほどであった。その場合，カト

マンズは，イギリス人にとっての避暑地のような役割をは

たしていたわけである。これはすでにみた，タンセンの役

割にも通じるといえよう。

　類似のマラリア観は，1950年代以来，山岳地方の少数民

族，タカリーの調査をおこなってきた飯島［1982，p．87］

も指摘している．

　タカリー族，とりわけ，スッバ・クラスの上層の家

庭の人たちが，多数南方に進出しはじめる契機となっ

たのは，1930年代のはじめに，タカリー・スッバの一

人であり，一族のなかでも有力者であったアナンガマ

ン・セルチャン氏が，カトマンドゥのラナ政府によっ

て，ネパール南部のタライ地方の財務官に任命された

ことであった．アナンガマン・セルチャン氏は，すで

にカトマンドゥに移住して久しかったとはいえ，こん

どは”悪疫の地”として忌み嫌われていた地方への赴

任ということで，一族はかれの身の上をたいへん心配

した。そのため，アナンガマン・セルチャン氏がタラ

イ地方にむけて出発するときには，タカリー族の女性

たちは，生きてふたたび会えないかも知れないとばか

り，号泣しながら見送ったという。

　マラリア流行地帯に接しない山岳地方に居住する人びと

のあいだでは，これに対する恐怖感が，想像のなかで大き

くふくらんでいたことがうかがえる。

　以上，外国人の著作にあらわれるマラリアおよびそれに

関連する記述をみてきた。ネパールのうちでも，彼らが見

聞することができた範囲はかぎられている（6）が，その概要

は知られたであろう。これをふまえ，つぎにマラリアに対

する文化的適応および生物学的適応についてみていくこと

にしたい。

2．文化的適応

　前節でみた外国人の記載から，高所に居住していた人び

とは，マラリアの感染をさけつつ，低地の利用をおこなっ

ていたことがあきらかとなった。こうしたマラリアに対す

る文化的適応の検討にはいるまえに，まずその前提として

の，住民のマラリアに関する知識からみていぎだい。マラ

リアの病因や感染経路が充分に知られていない時代におい

ても，すでにそれを実質的にさける方法が知られていたこ

とからすれば，これはさらに検討すべき問題といえよう．
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　前節から，マラリア感染の季節性および流行季における

夜間の危険性は，ひろく知られていたことがあきらかとな

った。モンスーン季でもとくに初期と末期に発生が多いこ

と，またとくに夜間に罹患しやすいことは，一般的知識と

して流布していたと考えてよいであろう．これに関連して，

もうひとつ注目されるのは，マラリア感染危険域に関する

知識である。

　ポジソンが，マラリア感染の高度限界を4千フィーートと

し，またヌワーコットの谷に関する論文で，Sa1の木の生

える範囲が，その限界となるとしていることは，すでにみ

たとおりである．この場合，Sa互の木の分布範囲でマラリ

アに感染しやすいことは，現在もなおヌワーコットの町の

住民が語っている（1995年4月30日にインタビュー）点が

留意される。これは，ポジソンが住民との対話のなかで，

この知識をえたことを示唆する．関連してさらに興味ぶか

いのは，筆者の調査したカトマンズ盆地の東側に隣接する

地域の住民も同様のことを語っており［小林，1989，p．18］，

やはり現在もなおマラリアに感染しやすい限界をよく認識

している点である（7）。それからすれば，この知識はマラリ

ア流行：域に隣接して居住する人びとがひろく共有するもの

であり，さらには，Saiの木がモンスーン季のマラリア感

染域の景観的な標式となっていたとみることができる。

　カークバトリックやポジソンの記述にみられるような，

モンスーン季でもN中はマラリア感染危険域の谷闇にくだ

り，そこに位置する耕地，とくに水田で農作業をして，夕

方に高所の住居にかえるというようなかたちでの，低地の

利用がおこなわれていたのは，こうした実際的な知識があ

ったからであろう．このような土地利用様式は，筆者の調

査した上記地：域のほか，その東に隣接する地：域［Shrestha，

1990］（いずれもカブレ・バランチョーク郡），さらにカト

マンズ盆地の西方，ダデ■ン郡のトリスリ川沿岸の村落で

もおこなわれていたことが報告されており［石井，1992，

pp．183－184］，かつてはひろくみられたことが確実である．

またこの場合，「マラリア根絶計画」の実施後になると，

こうした利用がおこなわれていた低地に，急速に高所の住

民が移住したのは当然であろう．すでに耕地の開発がすす

み，その条件がととのっていたのである。

　以上のようなモンスーン季中の昼聞の低地の利用は，イ

タリア南部で報告されている，マラリアに対する文化的適

応とよく類似する。その海岸地帯にマラリアが蔓延してい

たころ，人びとは丘の上の高所に立地する，家屋が密集し

た集落に居住し，まわりの耕地での農作業に従事していた

［K：ish，1953，Brown，1981，1986］。集落が高所にあるだけ

でなく，密集した家屋もマラリア感染の可能性を低下させ

る．そして，そこからかなり遠距離にある耕地へ日中に通

耕するわけである．ただしこの場合，丘の上の密集村落の



ネパールにおけるマラリアに対する文化的・生物学的適応

形成と維持には，マラリア以外の要因も関与しているとさ

れていること［：Blok，1969］に留意しておくべきであろう．

　なお，マラリア感染危険：域への通耕という点からすれば，

日本の八重由諸島でおこなわれていた土地利用様式［浮困，

1974］も同様といえよう。これらからすれば，類似の土地

利用様式は，かなりひろくみられる可能性がたかい。

　ところで，k記のようなマラリア感染域の限界は，他方，

集落の立地にも大きく影響したと考えられる．川喜田

［1961，p．9－10］が，ポジソンによるマラリア感染危険域

の限界の設定をたかく評価したことはすでにふれたが，そ

れにつづいて彼はつぎのように指摘している．

　いま主としてSurvey◎f　hdia発行の1インチ対8

マイル地図によると，そこに記されたサブヒマーラヤ

の重要な集落が，Pure　Hindu　Fiiter（川喜田の設定

した，高度1200メートルに位置する文化的境界線＝筆

者注）より高地に位するものが圧倒的に多い．とりわ

け古くから開けた町，たとえばPalpa，　Gurkha（高

度1522メートル＝筆者注），Choutara（同1418メート

ル＝同）などがその例である．それらは，Awalia　ZORe

（上記ポジソンの論文に示唆されて川喜田の設定した

1200メートル以下の高度帯＝筆者注）の海の上に，あ

たかも島のように浮かびあがっている．これらの暖温

帯の島のうち，ただひとつの大きな島があり，それが

Nepal　VaUey（カトマンズ盆地のこと＝＝　S者注）で

ある。そのNepal　ValleyにKatmandu，　PataR・

BhatgaORというこの国の3大都市が集中している

［川喜田，1961，p．9］。

人・職人が住民の多くをしめ，ネワール風の家屋や施設が

多く，さらに山地の稜線上に立地するという共通性をもつ．

また，カトマンズ盆地外で発展した，ネワール商人・職人

の集落である，いわゆるNewar　Diaspora　settlements

［：Lewis　and　Sakya，1988］のほとんどがそれに該当する．

こうした集落の成立や変化の研究が現在すすめられている

ところである［Eltis，1980，Lewis　aitd　Sakya，1988，Lewis

，1993］が，川喜田のあげる上記3集落にくわえ，Sharma

［1994］のあげるhill　tGwonの高度をみると（Table　1，

Fig．2），川喜田の説はかなりの説得力がある．またこの種

の集落の多くが，「マラリア根絶計画」の実施以後の低地

開発，かつてはマラリア感染危険域であった谷底をとおる

道路の開通，さらにそこに立地していた政府機関の移転以

後，停滞あるいは衰退していることも，これを補強すると

いえよう．

　ただしその場合，高度1200メートルが絶対的な意義をも

っていたと考えるべきではないであろう．たとえばTable　1

にも示したポカラの場合，いわゆるオールド・バザールは，

「マラリア根絶計画」以前にすでに発展を開始していた

Table　1：　The　altitude　of　Hill　Towns

Name District Aititude（m）

　ここであげられている集落は，Skarma［1994〕がh翅

townとよんでいるものにあたる。その大部分は，18世紀

後半のシャハ王朝の征服活動以後，軍事的拠点として形成

されたもので，カトマンズ盆地から来住したネワールの商
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［Landgn，1928，Vd．2，pp．18－19］。ここで商店を営業して

きたタカリーの長老によれば，ポカラ盆地のなかでもペワ

湖周辺などは低く，マラリア感染の危険性があったが，オー

ルド・バザールはそれがほとんどなかったというeオール

ド・バザールは，厚い礫層（ガチョック礫層）で構成され

た台地［Yamamaka　et　aL，1982，木崎，1994，pp．41－48］

の上部に立地し，その水はけのよい水文環境が，局地的に

安全な場所を提供していたと考えられる．

　これに関連して，マラリア感染の危険性は，1290メート

ル以下でも高度によってかわるという点であろう．正垣

［1964，p．661は，ネパール中部山岳地帯のマラリア感染

について，つぎのように分類している。

①マラリアの高度角淫地：高度600メートル以下で，と

　　くに川岸，小児の原虫寄生率5％以上

②マラリアの中度浸斜地1高度69G－915メートル，同1

　　rv　5　O／o

③マラリアの低度浸淫地：高度1220メートル以下，同1

　　％以下

　また，西ネパールでは，高度1200メートル以上になって

も，マラリア感染の危険性のある地域がみられることが報

告されており［Pradhait　et　a9．，1970］，この種の地域の

範囲は，高度だけでなく，その局地的環境によってもかわ

ることに留意しておくべきであろう．

　これに関連して注目されるのは，南［1990］の報告した

ナワル・パラシ郡のマガール族村落の場合であろう。高度

600メートルほどのところに立地する村が，1950年ごろの

伝染病の流行以後，100メートルほど高所に移転した。ま

たこれらの村の人たちは，谷底低地の川岸をマラリアに感

染する危険性があるというので，おそれていたという。集

落の移転とマラリアとの関係はかならずしもあきらかでな

いが，疾病との関係で集落立地が試行錯誤的に選択される

例といえよう．

　ポジソンの記述するヌワーコットの市場や，ランドンや

ノーセイのえがくブトワールにみられるような，季節的な

交易活動も，文化的適応のひとつとみることができる．こ

れについて，ネパールの地理学者，グルンはつぎのように

いう。
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　多様な地域のさまざまな産物は，高山や増水した川，

さらにはけわしい地形といった物理的な障害をのりこ

えて交換される必要がある．こうしたネパールにすむ

人びとの移動性は印象ぶかいもので，ある推定によれ

ば，全人口の4分の1が乾燥した冬のあいだ移動する

という。この季節はマラリアが流行せず，川の水位も

茂

ひくくて，僻地の村人がたよりない山道をあるいて，

市場的中心集落にやってくる。かくして，冬は人びと

のexedusが発生することになる。寒冷な谷間にすむ

チベット系の人たちは，あたたかい山地（hi19）にく

だり，山地（hill）の人たちはタライの市場を訪問す

る。彼らは加工されていない農林産物を持参し，山地

に塩や他の工業製品をもちかえるのである（Ggruag，

1968p［t989・P・511一）e

　ネパール国内での本格的な科学的調査の開始が「マラリ

ア根絶計画」の実施期とかさなっていたため，それ以前の

季節的人口移動に関する資料は多くない。しかし，ネパー

ルにおける移動・移住を歴史的に展望したSagant［1978］

は，交換・交易，賃労働のほか，ウシやヒツジの放牧，ゴ

ムなどの樹液採取など多彩なかたちで，ネパールの山地に

すむ人たちが，冬のあいだインドにまでやってきていたこ

とを示している。またRegmi［1988，pp．191－209］は，19

世紀には，冬のインドとの交易に対応して，ブトワールほ

かの中心集落が登場していたことにふれている。民族誌や

地理学の報告にこの一端があらわれている［vaR

Speitgeq，1987，Levime，1988，pp．2×5－226，　Bishop，199e，

pp．317　一　326など］が，これらを考えるに際して参考にな

るのは，ネパールの西側に隣接するクマオン・ヒマラヤの

Agmora地区に関するパントの地誌陀a鵜1935］であろ

う。パントは「B盆abarへの冬のexodusjと題する章

［鞭ユ75級86］のなかで，この種の季節的移動についてい

きいきと記述している。

　ここで：Bhabarといわれるのは，ヒマラヤ山麓の低地部

に東西につらなるシワリーク（チューレ）丘陵の南麓に連

続する扇状地帯で，インド側でも主としてSa亙の木よりな

る森林がのこされていた．：Bhabarは透水性のたかい砂礫

層で構成されるが，モンスーン季には水流ができ，ネパー

ル側でもマラリアの感染危険地帯として知られ，常住する

のは，タルーなど後述するようなマラリアに対する抵抗性

をもつ人びとだけであった［01dfield，188G，pp．55－57な

ど］．しかし乾燥する冬になると，この地域は快適となり，

そこに高所からさまざまな目的で人びとが移動し，生活し

ていたのである．こうした人びとを，パントは4つに分類

している。

　その第1は，賃労働を目的とする人びとで，G始醸appa

とよばれ，一家をあげて家畜までつれて移動してくること

もある。彼らは森林の伐採・製材のほか，タルーの耕地で

農業労働にも従事する．

　つぎは家畜飼養を目的に移動する人たちで，かたわら農

耕もおこなう。これはウシの育成をおこなう人たちと，ス

イギュウを飼って搾乳し，ギーをつくる人たちにわかれる。
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　第3は，農耕を三三とする富裕な人たちで，北方の山地

だけでなくBhabarにも家をもち，二三水路をつくって農

地を開発し，それを小作人に耕作させる．この場合，冬作

（カラシナ，コムギなど）が主体で，夏作（イネなど）も

おこなうが，モンスーン季の最盛期になると，小作人も高

所に避難してしまう。

　第4が，交易を主目的に移動してくる人たちで，このな

かには，高地からやってくるチベット系の人たちもふくま

れる。彼らは，ネパールでもみられるように，荷物をつん

だヤギやヒツジの群れをつれて移動し，その放牧もおこな

う。なおこの種の人たちは，Bhabarだけでなく，やはり

モンスーン二三はマラリア感染の危険性のある，大きな河

川の谷底を，冬のあいだ放牧や農耕用に利用する．

　以上のうち，1950年代以降のネパールの民族誌にあらわ

れるのは，第1の賃労働のために移動する人たちと第4の

交易のために移動する人たちであるが，「マラリア根絶計

画」以前は，上記Sagant［1978］（8）の示しているところが

らすれば，その他の人びともすくなからずいた可能性がた

かいと考えてよいであろう．またSagant［1978］は，と

くにイギリスがインドを掌握し，茶園の開発など，資本主

義的な資源開発を開始して以後，さまざまなかたちでの住

民の低地への移動が増大した可能性を示している。すでに

みたような集落の立地とあわせて，今後さらに検討すべき

ものといえよう．

　ところで以上のような低地の利用は，BrOWfl［1981，

1986］の示す，地中海地域の逆トランスヒューマンスに類

似する文化的適応といえよう．逆トランスヒューマンスは，

高地に居住の拠点をもつ牧畜民が，冬に低地海岸部に移動

して，その未耕地や休耕地を放牧用に利用するもので，地

中海地域にはひろくみられた［小林，1974，竹内，1974，谷，

1976］。こうした土地利用様式は，場合によっては，同時

に低地海岸部でのマラリアをさけるという意義をもってい

たわけである。

　なお，このような季節的移動によっても，完全にマラリ

アの感染がさけられたわけではない．1949－1950年の冬に

二部ネパールで医療活動をおこなったTayior［1951］は，

高所からの移動者が感染した例を報告している．

　以上に関連して，もうひとつ注目されるのは，マラリア

感染危険域に常住する人たちと高所に居住する人たちの，

伝統的なバーター交易である．ナワル・パラシ郡のマガー

ルとタルー，チトワン郡のチェバンとタルーのあいだでお

こなわれてきたことが報告されており，いずれでもそれぞ

れの特産物を交換する［南，1991，橘，鍛．d．，pp．64－65］。

両者とも，高所の居住者が低地にでむくが，マガールはタ

ルーの居住地で宿泊するのをさけていたという．すでにみ

たような，彼らのマラリアに対する態度に関連するが，同

時に居住環境のちがう人たちのあいだの共生関係の背景を

示すものといえよう。

　以上，マラリアに対する文化的適応を検討した。ネパー

ルのように雨季と乾季が交代する地域では，農耕・牧畜な

どの生業活動はこれに応じて展開される．その場合，寒冷

で乾燥する冬は農閑期となり，高所では家畜の放牧も困難

になる。低地への冬の移動は，こうした生活周期の一部に

なっていることにも留意すべきであろう．

3．生鞠学的適応

　前節では，高所にすむ人びとによる低地の利用様式が，

マラリアへの文化的適応として大きな意義をもっていたこ

とを示した。これに対し，マラリア感染の危険性がたかい

低地にすみつづけてきた人たちのあいだでは，生物学的適

応が大きな役割をはたしていたと考えられる。まだ調査・

研究が充分にすすんでいないとはいえ，鎌型赤血球・サラ

セミア・グルコースー6一リン二二水素酵素（G6PD）

欠乏症（9＞といった，同時に対マラリア抵抗因子ともなる遺

伝性貧血症の存在はそれを示している。

　医療機関が現在もなお充分にととのっていないネパール

では，この種の疾患の発見は外国ではじまった．まずシン

ガポールの英軍病院に収容された，グルカ兵の妻の貧血の

検討から，ヘモグロビンH症が検出されたのである［：Brain

aRd　Ve亙璽a，1958］．ヘモグmビンH症は，サラセミア（ヘ

モグロビンを構成するポリペプチド鎖の合成が阻害される

ことにより発生する疾患）の一種で，αグロビン遺伝子の

欠失による［藤井・三輪，1995a］．

　つついて，Wea癒er醗aitd　Ve雛［1960］が，マラヤ

駐在グル三兵の娘の貧血症および家族の血液検査から，そ

のサラセミアあるいはサラセミア様疾患を報告したが，残

念ながら上記いずれも被検者の出身民族集団名が記載され

ておらず，この例が低地住民のものかどうかあきらかでな

い。

　さらにイギリスのエベレスト山地域での調査に際し収集

された血液サンプル（高地住民のシェルパ族を中心とする。

N＝129）から，1例のみ軽症型（難並Of）サラセミアが

発見されたが，このサンプルの提供者はチベット生まれで

あった［Jacksen，LehmaR　and　Shargh，1960］．なお上記

両者ともヘモグロビンのβ鎖の合成が抑制されたβサラセ

ミアとされている［Chatterjea，1966］．

　その間も，この種の疾患の検出が在外グル三兵などを対

象にこころみられたが，検出数は多くない。シンガポール

でのグルカ兵を対象とした調査（N　・557）およびカルカ

ッタでのネパール人の検査（N＝109）の場合，前者で3

例，後者で1例のヘモグロビンE症が発見されただけであ
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つた［Chatterjea，1966］．なおヘモグロビンE症は，異常

ヘモグロビン症（ヘモグmビンの構造遺伝子異常にもとづ

き，アミノ酸配列が正常とは異なるペプチド鎖が産生され

る疾患）の一種で，β鎖の26番に異常があり，βサラセミ

アと類似の臨床症状を示し，バングラデシュからインドネ

シアに多いとされている［藤井・三輪，1995a］e

　ただし，カルカッタで検査されたネパール人（N　・・　134，

ただし職業的」売血者をふくむ）のうち，13．4パーセン

トがサラセミア的特徴をもつことがあきらかとなったほ

か，やはり　「職業的」売血者の男性ネパール人（N　・30）

から，3例のグルコースー6一リン島脱水素酵素（G6P

：D）欠乏症が発見されたという［Chatterjea，1966］．なお

G6PD欠乏症は，赤血球内の諸タンパクを酸化から防御

する酵素であるG6PDの異常な産生によっておこる疾患

で，変異酵素により障害の程度はさまざまである．またX：

連鎖（伴性）劣勢遺伝のため，男性が圧倒的に多い［藤井・

三輪，1995b］。

　こうした検：出状況は，Henderson　and3aro雛e［1987］

が指摘するように，グルカ兵とその家族の出身集団が高地

居住民であることがほとんどで，もともとマラリア流行地

帯に居住せず，サラセミアなどの頻度がきわめて低いから

と考えられる．He磁erso麺and　Bar◎nrse［1987］のおこ

なった，香港駐在のグルカ兵およびその家族の検査（N＝

441）でも，G6PD欠乏症の検出は，1例のみであった。

　低地住民に関する本格的調査は，Morpurgo　et　aL

（1981）からで，とくにタルーのマラリアに対する抵抗性

に関心がよせられた．タルーはネパール南部に散在するが，

そのさまざまな集団（後述）の熱帯熱マラリア
（Plasmodium　falciparum），3日熱マラリア（P．vtvax）

に対する抵抗性の評価およびその遺伝的側面の解明，さら

にタルーの遺伝的特性の研究をめざすものであった．これ

により，タルーは他の人びとよりも熱帯鳥マラリア・3日

熱マラリアの感染頻度がひくいこと，さらに二型赤血球遺

伝子が最：高5％，G6PD欠乏症に関連する遺伝子（Gd－

negative）が5％（ただし1集団のみの調査）の頻度であ

ることが判明した．タルー以外では，前者はまったく発見

されず，後者も1例のみ（男性を対象とし，N＝120）で

あった．なお鎌取赤血球貧血は，上記異常ヘモグロビン症

のひとつで，β鎖の6番目に異常がある．その場合赤血球

は，マラリア原虫の寄生により鎌状化し，これを血中より

除去する［藤；井・三輪，1995a］．

　こうして，マラリア感染危険域に常住する人たちの遺伝

的特性の一端が知られたが，Morpurgo　et　al．［2981］は

まだ予備的な報告にすぎず，さらに本格的な報告がまたれ

る．またサラセミアについては調査しておらず，さらに別

の調査が必要と考えられる．なお，そのこMorpugo　et　al．
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［1983］が，シッキムでの調査結果を発表しているが，ネパー

ル系住民（グルン・リンブー・シェルパ・タマンおよびネ

ワール・パルバテ）のあいだにはヘモグロビンE症の発見

例はない．これも，対象がもともと山地居住民だからであ

ろう．

　以上，マラリアに対する抵抗性につながる遺伝性貧血の

調査についてみた．まだ不明なことがすくなくないが，す

くなくとも山地住民での頻度は低く，低地住民でたかいと

いうことがあきらかとなった．すでにみたような，山地住

民のマラリアに対する恐怖感は，こうした事情を反映する

ものであろう．つぎに，これをふまえて，つぎにポジソン

の示した上記Awaliaのリストについて検討しておくこと

にしたい。

　ポジソンのリストのうち，今日のネパールの民族誌で確

認できる集団とその人口を示したのがTab夏e　2である．不

明なものがすくなくないが，リストにはアッサムやクマオ

ン方面に分布する集団の名称もふくまれており，ヒマラヤ

地域のひろい範囲の低地住民に関連するリストと考えてよ

いであろう．以下，それぞれの集団の特色を簡単に示す．

Table　2：　“Awalias”　rnentioned　in　Hodgson　11874］

Name Prese溢盤a搬e　Popula北io簸i簸1991

Thar癒
Kocch

Kumha

Kushar

Denwar
Thami
Dhima亘

Dahi（DarhD
Botia

Bodo
Pahi　（Pahri）

Bhramu

Tharu

Rajba醜si

Kuma豆

Ku曲ar
Ma揮（K“shar）

Da獄亙war

Tぬami

Dh鋤al
Darai

B◎重e

Bodo
Paわa姦

Barha瓢u

1，194，224

　82，177

　76，635

　72，eg8

　55，050

　50，754

　19，lg3

　！6，78！

　10，759

　6，7！8

Note（D：The　peoples　whe　do　net　give　in　Nepal　aitd

　those　w蝕。　can盟ot　be麺e簸tified：Garo；Ddk蝕a晦

　Batar（Bor）；　Kudi；　Hajong：　Dhanuk；　Maraha；　Amat；

　Kebrat；　Kichak；　Palia；　Baksa（Kumaoit）．

N幽。宣e（2）：Population　data　is　avai豊ab互e　in　Ce韮詫ra童　8阻一

　reau　of　Statistics［1994，pp．20－23］．

　まず，最も人口の多いタルーは，ネパールだけでなく，

インドのタライ地方にひろく分布し，いくつかの集団にわ

かれている。それぞれ習慣にかなりのちがいがあるだけで

なく，一部にはタルーの名でよばれることを拒否する集団

もある．焼畑・水田農耕のほか，森林での野生植物の採取

や狩猟さらに漁労にも従事し，かつては移動性がたかか

ったが，今日では定着農民あるいは小作人となっている
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［Bista，1967，pp．118－127，Krauskopff，1989，pp．25－39］．

　つぎのKocchは今日ではRajbansiとよばれ，東ネパー

ルのタライ地方に居住し，農業に従事する。17～18世紀に

は王国をつくり，その上層部はヒンズー教徒，下層部はイ

スラム教徒となったが，両者に属しないものもいる

［Bista，1967，pp．134－137］．

　Kumhaは，土器つくりのほか農業，さらに渡し船の

操業にも従事する集団で，KumaXあるいはB　arham

（Barahmu）ともよばれる。タライ地方のほか，カトマン

ズの西側地：域の川ぞいにも居住する。［：Bista，1967，pp．128，

Gaborieau，1978，p．88］。なおCentral　Bureau　of　Statis－

tic［1994，pp．20－23］は，　KuxnharにくわえKumalの人

口も示している。

　Ma海は，かって重要な渡河地点に配置された渡し船出

業者の集団で，農業・漁労にも従事し，：B◎teあるいは

Kusharとよばれる［Bista，1967，pp．128，Gaborieau，1978，

p．87－88］．Central　Bgreau　Gf　Statistic　［1994，pp．2e－23］

は，BoteとMa海の人口を示しており，後者をKushar

の人口と考えておきたい．

　Denwar（Danuwar）は，ネパールの東部やタライ地方

に多く，川ぞいにすんで，農業と漁労に従事する［：Bista，

1967，pp．128－129，Gabofieau，1978，p．88］．

　Thamiは，東ネパールの少数集団で，今日はタマン（東

ネパールの山地に居住する農牧民の大きな集団）に同化さ

れかかっているといわれ，生活様式もそれに類似するとい

う　［Bista，1967，p．52，Gaborieau，1978，p．107］．

　Dhima互およびBedo（Mech）は，東部タライで今日農

業労働者や小作農民となっている小集団で，かつては焼き

畑や狩猟・漁労に従事していた［：Bista，1967，p．142－！45，

Gaberieau，1978，p．86－87］

　Dahiは，ポジソンがBhrarauにちかいと注記している

が，今日のDaraiをさすと思われる．Daraiは，中央ネパー

ルの川ぞいにすむ集団で，農業・漁労に従事し，閉鎖的で，

魚の行商にいくとき以外は集落からはなれないという

［Bista，1967，p．128－133，Gaborieau，1978，p．88］．

　Pahiは，ポジソンがネワール・タマンにちかいと注記

している集団で，カトマンズ盆地およびその周辺に居住す

るPahari［Sharma，1988］をさしている．農業のほか賃

労働にも従事しており，ネワールを自称することもあると

いう．

　以上，ポジソンのリストにみえる集団のうち，民族誌の

記載と対比できるものの特色を示した。その人口は，タルー

を中心にかなりの数に達することが知られる。これらの集

団が全部マラリアに対する抵抗性をもつかどうかは，今後

の調査にかかっているが，渡し船の操業や漁労といった，

河川に関連する生業に従事している場合のすくなくない点

が注目される．すでにみたように，低地の川ぞいはマラリ

ア感染の危険性がとくにたかく，この種の生業に従事する

人たちは，そうした遺伝的特性なしには，生活が困難だっ

たとみてよいであろう．なお，ホジソンのリストには，タ

ライの少数集団であるSatar（Santhaiともいう。インド

のSaitta亙のネパール側住民［Bista，1967，p．138－141，

Gabor量eau，1978，p．86－87］）があらわれないが，これは

インド側の住民とみなしたためと考えられる．

　以上に関連して検：賦しておかねばならないのは，ランド

ンの文章にみられる，マラリアに抵抗性をもつタルーの人

びとでも，他の地域にうつると感染しやすくなるといわれ

ている点である．これは，長期閤感染状態にさらされると，

体内の原虫の成長段階に対応した各種の抗体が形成される

が，感染状態が終了すると，抗体がよわまる場合がすくな

くない［Clyde，1987］ことに関連するものであろう．こ

の場合，そうした人は，上記のような遺伝的特性をもたな

いと考えられる．一型赤血球貧血の場合のように，ホモ接

合よりもヘテロ接合の方が生存に有利であるところがらす

れば，タルーのような集団でも全員がこの種の遺伝子をも

つわけではないことが，さらにその背景にあるとみてよい．

　以上のようにみてくると，マラリアに対する生物学的適

応は，単に住民の遺伝的特性だけでなく，複雑な様相をも

つことが推測される．これを検討するためにも，さらに調

査・研究が要請されているといえよう．

むすびにかえて

　以上，ネパールにおけるマラリアに対する文化的適応

および生物学的適応の概要を示した。その結果，BreWfi

［1981，1986］の指摘するような，地中海地域における適応

と類似するものが，ネパールにもひろくみられることがほ

ぼあきらかになった．これから，マラリアに制約されつつ

も，高所に居住する人びとは，その特性に関する知識をも

とに，かなりの程度まで低地を利用していたことが理解さ

れた。また同時に，低地に常住する人びとは，マラリアの

ため高所の人びとの影響がおよびにくい土地でも，生物学

的適応により独自の環境利用をおこなうことが可能だった

わけである．この場合，両者は民族・カーストの内婚的性

格により，遺伝子の交換がほとんどなかったと推定される．

したがって両者の居住：域は，とくにモンスーン忌中分断さ

れることになった．

　「マラリア根絶計画」の実施は，したがって，こうした

制約を解消し，高所の人びとのさらなる低地開発に大きく

道をひらくと同時に，低地に居住してきた人びとの生活も

大きくかえていくことになった．またこれにともなってお

こなわれた道路開発は，ネパールの交通体系や都市体系を
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根本的にかえ，地域構造を大きく変革するものでもあった．

この一端についてはすでにふれたが，マラリアの役割をよ

く知るためにも，さらに検討にあたいする問題である。

　もうひとつふれておきたいのは，とくにマラリアに対す

る生物学的適応については，まだ資料がすくなく，検討す

べき余地が大きいことである．この方面の研究は，遺伝性

貧血という健康問題の実態の解明やその解決にくわえ，ネ

パールの多彩な民族集団の人類遺伝学的研究にも大きな意

義をもつと予想され，さらに推進されるべきであろう。

〈付記〉本稿に使用した資料は，おもに1993年5月～1995

年6月，外務省専門調査員として在ネパール日本大使館に

在勤したおりに収集した。同大使館はじめ，お世話になっ

た機関・個人に感謝したい．また本稿の原稿については，

同僚の酒井治孝助教授（地質学）より，ネパールでの長期

の経験にもとづいた貴重なコメントをいただいた．

注

（1）Land◎n［1928，Voi．1，pp．176－177］は，デシデリ以後18世紀

　　にこの地域を通過したキリスト教神父の記述を，フランス

　　の学者S．Leviによりながら紹介している．

（2）筆者は1986年のリプリント本（New’Deihi：As且an　Educa－

　　t沁簸al　Services）を使用したが，たまたまpp．41－56が欠落

　　しており，充分な紹介にならないことをことわっておきたい．

（3）この論文は，1849年にJoumal　of　Asiatic　Socieりy　Of

　　Bengalに最初に掲載された．

（4）ポジソンは，1200メートル以下になると，冬でも降雪をみ

　　ないなど，マラリアの分布以外にもこの高度が重要な意義

　　をもっことを指摘している［Hodgson，1874，Part　H，pp．22

　　－23］．

（5）ポジソンの多彩な研究の様子については，植物学者であっ

　　たフーカー［1979，pp。11－12，289－312」がふれている．

（6）ノーセイはネパールをひろくあるいたとしているが，彼で

　　さえネパール側の規制のため，西ネパールの主要都市，ポ

　　カラにいくことができないという状態であった〔Northey，

　　1937，p．29］．

（7）村人は，ちかくの山腹をゆびさして，ここまでマラリア感

　　染の危険性があった，といえるほどである。

（8）Sagant［1978］は，民族学者たちが低地地方や国外への移動・

　　移住を時期的にあたらしいものとみなす傾向のあることを

　　指摘し，これに対し，インドの植民地行政宮ののこした記

　　録や歴史学者の研究から，これらが18世紀，あるいは19世

　　紀からすでにはじまっていたことを示している．

（9）これらの疾患とマラリアに対する抵抗性の関係については，

　　フリードマン／トレージャー［19813を参照．
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